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第 ２ 章　　　　気象
　
気温の長期変動
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大阪の平均気温の経年変化をみると、年平均気温は長期的に上昇傾向を示しており、100年あたり1.97℃(統計期間：1883～2013年)の割合で上昇しています。100年の上昇幅1.97℃は、気温の平年値で比較すると、大阪(平年値16.9℃)と鹿児島(平年値18.6℃)の差にほぼ相当します。季節ごとの平均気温も四季すべてで長期的に上昇傾向を示し、秋(９～11 月)の上昇傾向が大きくなっています。
気温の変動には、地球温暖化の影響や、観測所が都市部にあることによるヒートアイランドの影響があり、さらに数年～数十年程度の時間スケールで繰り返される自然変動が重なっていると考えられます。
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平成25年の気候

年間平均気温　　17.1℃       (平年平均気温　16.9℃)　
(最高気温  38.4℃、最低気温　-1.1℃)
年間降水量総量　1,418.0mm　　(平年年間降水量総量　1,279.0mm)
年間日照時間　　2,299.5時間　(平年年間日照時間　1,996.4時間)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(月別の気候)
１月

冬型の気圧配置となる日が多く、晴れの日が多くなりましたが、14日には低気圧が急速に発達しながら日本の南海上を東北に進み、まとまった雨となりました。期間を通して、気温は平年を下回る日が多くなり、平均気温は低く、降水量は平年並、日照時間はかなり多くなりました。
２月

月のはじめは高温になる日がありましたが、その後は冬型の気圧配置となる日が多く、寒気の影響で気温が平年を下回る日が多くなりました。18日は前線を伴った低気圧が西日本を通過し、大雨となりました。平均気温は低く、降水量は多く、日照時間は平年並でした。
３月

移動性高気圧に覆われることが多く、晴れの日が多くなりました。日々の気温の変動が大きくなりましたが、南からの暖気の影響をたびたび受け、月平均気温は高くなりました。18日に近畿地方で春一番が吹きました。平均気温はかなり高く、降水量は少なく、日照時間は多くなりました。
４月

中旬を中心に移動性高気圧に覆われることが多く、晴れの日が多くなりました。中旬以降は、寒気の影響を受ける日が多くなりました。平均気温は低く、降水量は平年並、日照時間は多くなりました。
５月
高気圧に覆われて晴れの日が多くなりましたが、月の終わりは気圧の谷や湿った空気の影響を受ける日が多くなりました。平均気温は平年並、降水量はかなり少なく、日照時間はかなり多くなりました。
６月

月の前半は、晴れる日がありましたが、後半は梅雨前線の影響を受け、曇りや雨の日が多く、大雨となった日もありました。平均気温は高く、降水量は多く、日照時間は平年並となりました。
７月

上旬の前半は、湿った空気や梅雨前線の影響を受けましたが、その後は、太平洋高気圧が西日本を中心に張り出し、晴れの日が多くなりました。中旬から下旬は湿った空気や上空の寒気の影響を受けやすく、局地的に雷雨となる日が多くなりました。平均気温は高く、降水量は少なく、日照時間は多くなりました。
８月

上旬の後半から下旬のはじめにかけては、太平洋高気圧に覆われて晴れの日が続き、気温が高くなり、7日から23日にかけて17日間連続で猛暑日となりました。一方、上旬前半と下旬は、前線や湿った空気の影響を受け、大気の状態が非常に不安定となり、局地的に雷を伴って非常に激しい雨が降る日もありました。平均気温は高く、降水量、日照時間はともに多くなりました。
９月

上旬は、秋雨前線が本州付近に停滞し、曇りや雨の日が多くなりました。中旬以降は移動性高気圧に覆われて晴れの日が多くなりましたが、15日・16日は、台風第18号の影響を受けて大阪府内全域で大雨となりました。平均気温は平年並、降水量は多く、日照時間はかなり多くなりました。
10月

日本の東海上の太平洋高気圧が平年より強く、上旬を中心に記録的な高温となりました。大阪の10月の真夏日日数は5日となり、1920年の統計開始以来最多となりました。一方、台風の日本への接近も平年より多くなりました。月を通して、台風や前線に伴う湿った空気の影響を受ける日が多く、中旬以降は大雨となる日がありました。平均気温はかなり高く、降水量はかなり多く、日照時間は少なくなりました。
11月

　上旬は、高気圧と気圧の谷が交互に通過し、天気は数日の周期で変わりました。中旬以降は、低気圧や気圧の谷の通過後に、冬型の気圧配置となり、寒気の影響を受ける日が多くなりました。平均気温は低く、降水量、日照時間はともに多くなりました。
12月

上旬は、高気圧に覆われて晴れる日が多く、中旬以降は低気圧や気圧の谷の通過後に、冬型の気圧配置となり、寒気の影響を受ける日が多くなりました。平均気温は低く、降水量、日照時間はともに平年並となりました。
[資料：大阪管区気象台「大阪府の気象　平成25年(2013年)年報」参照]
大阪の年平均気温の経年変化(1883～2013年)





※平年値は1981-2010年の30年間の観測値の平均をもとに算出しています。





[資料：大阪管区気象台]





平均気温（月・平年）と降水量（月・平年）の関係（平成25年）





[表2-2参照]





※平年値は1981-2010年の30年間の観測値の平均をもとに算出しています。









